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川口市立医療センター 　　 いち　かわ　　　　ごう

産婦人科　市 川 　 剛

より安全なお産をめざして
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　鋳
物
を
作
り
続
け
て
半
世
紀
以

上
。
あ
ら
ゆ
る
鋳
造
技
術
と
知
識

を
駆
使
で
き
る
数
少
な
い
鋳
物
師

の
一
人
で
あ
る
。「
長
寿
の
秘
訣
は

何
か
に
夢
中
に
な
る
こ
と
。
私
に

は
そ
れ
が
『
鋳
物
』
で
し
た
」
。

　鋳
物
の
道
を
歩
み
始
め
た
の
は

25
歳
の
と
き
。
島
根
か
ら
母
の
故

郷
で
あ
る
川
口
へ
移
住
し
、
親
戚

の
鋳
物
工
場
か
ら
誘
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。
「
鋳
物
の
知
識
も

無
く
、
不
慣
れ
な
地
で
の
不
安
も

あ
り
ま
し
た
が
、
鋳
物
へ
の
憧
れ

や
母
の
後
押
し
で
決
断
で
き
ま
し

た
」
。
入
社
後
は
砂
の
片
付
け
や

製
品
の
運
搬
な
ど
の
雑
用
を
し
て

い
た
が
、
社
長
の
勧
め
で
簡
単
な

型
込
め
な
ど
の
作
業
も
担
う
よ
う

に
。
す
る
と
、
腕
前
は
メ
キ
メ
キ

上
達
し
、
10
代
に
き
こ
り
で
培
っ

た
体
力
と
器
用
さ
で
、
他
の
鋳
物

職
人
と
肩
を
並
べ
て
活
躍
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
「
モ
ノ
を
作
れ
る

嬉
し
さ
と
責
任
感
。
完
成
し
た
製

品
を
見
る
と
達
成
感
で
満
た
さ
れ

ま
し
た
」
と
懐
か
し
む
。

　昭
和
49
年
に
市
が
高
等
職
業
訓

練
校
を
開
校
し
た
こ
と
を
知
る

と
、
す
ぐ
に
夜
間
の
鋳
物
教
室
に

通
い
始
め
た
。
「
忙
し
い
鋳
物
工

場
と
は
違
い
、
自
由
に
作
品
を
作

る
面
白
さ
に
す
っ
か
り
は
ま
り
ま

し
た
」
。
そ
の
教
室
で
講
師
を
務

め
て
い
た
の
が
1
9
6
4
年
東
京

五
輪
の
聖
火
台
製
作
者
で
あ
る
鈴

木
文
吾
氏
。
生
涯
の
恩
師
と
の
出

会
い
で
あ
っ
た
。
文
吾
氏
か
ら
は

聖
火
台
を
作
っ
た
伝
統
技
法
で
あ

る
「
惣
型
」
の
手
ほ
ど
き
を
受
け

た
。
「
惣
型
は
他
の
型
と
使
う
砂

が
異
な
り
、
と
て
も
高
度
な
技
術

が
必
要
。
視
覚
や
触
覚
な
ど
、
五

感
全
て
を
使
う
職
人
技
を
教
わ
り

ま
し
た
」
。

　現
在
は
鋳
金
工
芸
教
室
で
の
指

導
は
も
と
よ
り
、
市
内
外
の
学
校

の
鋳
物
実
習
な
ど
で
も
鋳
物
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
、
精
力
的
に
活

動
し
て
い
る
。
そ
の
技
術
と
功
績

が
認
め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大
臣
が

卓
越
し
た
技
能
者
を
表
彰
す
る

「
現
代
の
名
工
」
、
さ
ら
に
は
黄
綬

褒
章
を
受
章
す
る
な
ど
、
名
実
と

も
に
名
工
と
な
っ
た
。
「
訓
練
校

時
代
に
立
ち
上
げ
た
川
口
鋳
金
工

芸
研
究
会
の
存
続
と
、
伝
統
的
な

鋳
物
の
技
法
を
継
承
す
る
こ
と
が

私
の
使
命
。
倒
れ
る
ま
で
鋳
物
を

作
り
続
け
ま
す
」
と
熱
く
語
る
。

川
口
鋳
物
を
後
世
に
残
す
た
め
、

鋳
物
づ
く
り
に
奮
闘
す
る
日
々
が

続
く
。（
勝
）

川
口
の
鋳
物
を
後
世
に

（
芝
中
田
）3月

2月
第３０回川口市暴力追放決起大会
bリリア 音楽ホール

5日（水）

川口市消防防災フェア2020
bリリア・川口西公園

8日（日）

ありがとう 聖火台記念式典
bキュポ・ラ広場

15日（日）

→12ページ

→13ページ

→8ページ→12ページ

第11回川口市外国人による日本語スピーチコンテスト
bフレンディア 

16日（日）

旧田中家住宅の桃の節供 雛人形の展示公開
b旧田中家住宅

11日（祝）～　8日（日）

COLORFULふぇすた
bフレンディア 

8日（土）

川口市明るい街づくり運動推進大会
bリリア 音楽ホール

7日（土）

カ ラ フ ル

3/

そ
う
が
た

川口市多文化
ふれあいフェスタ　
bキュポ・ラ広場

　昨年の出生数が86万人という少子化が進む中、安全に周産期
（妊娠が判明してから安全にお産をして出産後落ち着くまで）を
過ごすことはより大切になってきました。妊娠前から健康的な生
活をして子育ての環境を整えることは、そのための最初の一歩に
なります。
　川口市立医療センターで分娩を希望する妊婦さんは、妊娠反応
が出て妊娠６週くらいになったら当科を受診するか（産科に限り
紹介状はなくて大丈夫です）、近隣の医療機関を受診して当セン
ターへの紹介状を出してもらうことになります。
　当センターは、地域周産期センターとして正常分娩からハイリ
スク分娩まで幅広く受け入れ、年間約600件の分娩を取り扱って
います。産婦人科には、１月現在、常勤医師6人、非常勤医師5人
の計11人が勤務しています。24時間体制で産科医、新生児科医
が常駐し、全ての妊婦さんに、安全・安心な周産期医療を提供し
ています。
　助産師も常駐していますので、
妊娠中から分娩、産後までの入院
生活の中で不安なことや質問があ
りましたら、いつでもご相談くだ
さい。

新型コロナウイルスに関連した肺炎に注意！！
2019年12月以降、中華人民共和国湖北省武漢市に居住するかたを
中心に新型コロナウイルスの患者が報告されています。

◆厚生労働省より国民の皆様へメッセージ
今後とも各関係機関と密に連携しながら、迅速で正確な情報提供に努めて
まいります。国民の皆様におかれましては、過剰に心配することなく、マスク
の着用や手洗いの徹底などの通常の感染症対策に努めていただくようお
願いいたします。
武漢市から帰国・入国される方におかれましては、咳や発熱等の症状がある
場合には、検疫所で必ず申し出下さい。また、国内で症状が現れた場合は、
マスクを着用するなどし、あらかじめ医療機関に連絡の上速やかに医療機
関を受診していただきますよう、御協力をお願いします。なお、受診に当たっ
ては、武漢市の滞在歴があることを申告してください。（令和2年1月24日 
報道発表資料より）

熱（37.5度以上）と呼吸器症状（咳、痰、呼吸困難、息切れなど）がある

①２週間以内に武漢市への渡航歴がある
②「武漢市への渡航歴があり、発熱かつ呼吸器症状を有する人」と
　2週間以内に接触歴がある

上記に当てはまる場合は、マスクを着用した上、受診する前に保健所
または医療機関に必ず電話で連絡してください。
感染を拡大させないために大切なことです。ご協力
をお願いします。
※この情報は、令和2年1月24日現在のものです。
g疾病対策課　i048-423-6726

次の症状があるかたは、保健所にご相談ください。

2016.5　広報かわぐち 42020.2　広報かわぐち29

問い合わせ…建築安全課　i048-242-6367　k048-285-2003

通学路に面する通学路に面する通学路に面する

危険なブロック塀
通学途中の児童・生徒を守るため、危険なブロック塀に
関する啓発や撤去・改修費用の補助を実施しています。

安全確保の普及啓発活動

（一社）埼玉県建築士事務所協会川口支部が市内通
学路に面する危険なブロック塀などの所有者を訪
問し、制度案内などを実施しています。

ブロック塀などの撤去・改修工事の費用の一部を補
助します。
○補助対象
　・コンクリートブロック造、石造、れんが造などの塀や門柱
　・通学路に面しているもの　　　
　・高さが６０ｃｍを超え、亀裂、はらみ、傾きなどにより倒壊する恐れのあるもの

市の補助制度（最大50万円）

＊「見付面積」…道路の側から見たブロック塀などの面積
※詳細は建築安全課にお問い合わせください。

対象工事
全部撤去工事
(基礎を含む撤去）

部分撤去工事
(高さ60cm以下に部分撤去)

改修工事
(基礎を新設する場合)

改修工事
(上記以外の改修工事）

見付面積＊
１㎡あたり12,000円 補助対象経費の2/3

（限度額30万円）

補助対象経費の2/3

（限度額20万円）

見付面積＊
１㎡あたり10,000円

設置長さ
１mあたり13,000円

　　設置長さ
１mあたり5,000円

上限額 補助額

ブロック塀の点検、改修などは
お気軽にご相談ください！
相談は無料です。（3月31日㈫まで）

はあり
ませんか？

ウチの塀は安全？
改修にはいくらくらいかかるの？

？

農業体験コース

問い合わせ・・・盛人大学事務局（かわぐち市民パートナーステーション分室）
　　　　　　　i・k048-256-9050 火～日曜日9：30～17：00（祝日を除く）
｠

4月5日（日）～令和3年3月7日（日）全22回
実　習…9：15～11：45　(夏季は8：15～10：45)　
講　義…10：00～12：30
その他…5月30日（土）入学式、11月29日（日）大学祭、
　　　　令和3年3月14日（日）卒業式
実習：西立野地内の畑（傾斜地）　講義など：盛人大学キャンパス
市内在住・在勤の50歳以上（令和2年度中に50歳になるかたを
含む）で全課程受講できるかた
35人（申し込み多数の場合は抽選）
※過去3年間、盛人大学を受講していないかたを優先
受講料8,000円　教材費8,000円（苗、肥料など）
2月22日（土）（必着）までに往復はがきで
〒332-0034 並木2-3-6 盛人大学事務局

日程

場所

対象

定員

費用

申込

初心者を対象に、野菜づくりのノウハウを指導します。
無農薬でフレッシュな野菜を自分で育ててみませんか。

募集案内

せい じん だい がく

募集案内は盛人大学、かわぐち
市民パートナーステーション、公
民館、図書館、本庁舎、支所な
どで配布しています。

受講生募集令和２年度

※詳細は募集案内または市ホームページをご覧ください。

ご相談は
（一社）埼玉県建築士事務所協会川口支部（㈱斉藤哲設計室）へ
i048-265-5190　k048-266-7508


